第３回地球温暖化防止シンポジウム
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日時／平成２１年１月３１日(土) 午後１：００～午後５：００
会場／霞城セントラル３階　視聴覚室（山形市城南町１－１－１）
· 会場へはできる限り公共交通機関をご利用ください（二酸化炭素排出削減に御協力をお願いします）。
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申込方法／１月２３日(金)まで裏面の申込書によりお申込みください。
（定員になり次第、締め切らせていただきます。）
参 加 費／　資料代１，０００円（当日会場にていただきます）
主　催：ＮＰＯ法人知音　七日町商店街振興組合　山形県地球温暖化防止活動推進センター
村山地域地球温暖化対策協議会 村山地域バイオマス利活用推進協議会 山形県村山総合支庁 山形市
後　援：全国バイオディーゼル燃料利用推進協議会

事務局：第３回地球温暖化防止シンポジウム事務局担当　ＮＰＯ法人知音

申込み方法

電話、ファクシミリ、電子メールで、下記の

いずれかの申込み・問合せ先にお申し込み
ください。ファクシミリで申込まれる場合には、
この用紙をご活用ください。１枚で複数の方
の申込みをしていただいて結構です
申込期限　　１月２３日(金)
申込み・問合わせ先
○特定非営利活動法人　知音

　　　FAX　０２３－６３５－３８０４　E-mail　sazae3kan@giga.ocn.ne.jp
○山形市　環境課
　　電話　０２３－６４１－１２１２（内線６８２）　FAX　０２３－６２４－９９２８　
　　E-mail　kankyou@city.yamagata.yamagata.jp

第３回地球温暖化防止シンポジウム参加申込書
ファクシミリ送信用
	お　名　前
	住　　所（都道府県名と市町村名の記入で結構です。）

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


※この個人情報は今回のイベント以外の目的で使用することは一切ありません。

基調講演　（午後１：０５）


　ポスト新長期排ガス規制にバイオディーゼル燃料は対応可能か


講師　　滋賀県立大学教授　山根 浩二　氏














特別講演　（午後２：２０）


　京都市のバイオディーゼル燃料化事業と全国協議会の取組みについて


講師　　全国バイオディーゼル燃料利用推進協議会　幹事　中村 一夫　氏





パネルディスカッション　（午後３：３０）


　「ＢＤＦは環境にやさしいって，ほんと！？」


コーディネーター　  三浦　秀一　氏　　東北芸術工科大学　准教授


パネリスト　　　　　 奥山　公吉　氏　　山形県トラック協会専務理事


　　　　　　　　　　　 　斎藤 龍太　氏　　蔵王温泉観光協会青年部


中村　一夫 氏　　全国バイオディーゼル燃料利用推進協議会　幹事


   山田　実 氏　　　ＮＰＯ法人菜の花プロジェクトネットワーク副代表


アドバイザー　　　  山根　浩二　氏　　滋賀県立大学　教授


　　　　　　　








□今回のテーマに関して質問がありましたらお書きください





霞城セントラル


３階 視聴覚室


駐車場は有料です





【講師紹介】山根 浩二教授 Koji Yamane


北海道大学大学院博士課程修了。工学博士。京都大学等を経て2002年から滋賀県立大学教授。ＥＲＩＡ（東アジア・ＡＳＥＡＮ経済研究機構）バイオディーゼルＷＧ学識日本代表。植物油や廃食用油からバイオディーゼル燃料を製造する方法とその内燃機関での利用技術を研究。 （滋賀県立大学HPから一部抜粋・編集）








【講師紹介】中村 一夫　氏Kazuo Nakamura


　京都市環境局適正処理施設部　バイオ担当部長　兼 ㈶京都高度技術研究所　バイオ研究部長。　京都大学エネルギー科学博士。環境省のエコ燃料利用推進会議や経産省のバイオ燃料の品質確保の委員会などに参画。現在、㈳廃棄物資源循環学会の理事や京都大学大学院エネルギー科学研究科で講義を行っている。





切り取ってファクシミリ送信してください








